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回路的世界を繋ぐ装置としての「移民宿」
――横浜／ホノルルを繋ぐ移動の経験の記憶――

藤原法子１

Migrant’s Hotel as a Device in a Circuit World
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要旨：本稿は、人びとの国境を越える移動を支えた施設の一つである移民宿を手がかりとして、移動の出発点
である横浜と移動先であるホノルルとを繋いで形成される回路的世界の一端を描こうとするものである。
明治期に始まり第二次世界大戦前まで続いた人びとの国境を越える移動を支えたのが移民宿である。横浜には
いくつもの移民宿がつくられ、移動先のホノルルにおいても同様に「日本人旅館」がつくられた。そして戦後
は観光団を中心として移民宿と「日本人旅館」を利用して再び人びとの国境を越える移動が行われている。本
稿では、これら二つの場所において移動を支える施設としての移民宿をめぐって展開した人びとの経験を、移
動の経験の記憶とし、この移動の経験の記憶をとおして、人びとの場所との結びつき方やそうした人びとの生
き方やアイデンティティを可能とする複数の世界が交差する場としての都市的世界＝回路的世界の一端を明ら
かにすることが目的である。
キーワード： 移動の経験の記憶、移民宿、回路的世界
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横浜には日本から海外へと人びとが渡っていくように

なった明治以降、多くの移民宿が集まっていた。それら

の移民宿を組合員として、その構成は異なるが、戦前戦

後をとおして「横浜外航旅館組合」がつくられている。

この外航旅館というのが本稿で対象とするいわゆる移民

宿と呼ばれていたものであり、外航汽船に乗って海外へ

行く人びとや海外からやってきた人びとの乗船、出入国

や荷物の手続きを行い、下船後のそして乗船までの当該

地での滞在を世話したのである。この「横浜外航旅館組

合」の事務所が置かれていたのが、大桟橋の入り口の交

差点の一角にある貿易会館である（写真１）１）。１２の旅

館や関連会社を組合員とした戦後の「横浜外航旅館組

合」は海外へ／からの玄関の役割が横浜港から羽田へと

変わっていく１９７１年頃まで存続していた２）。海外へ／か

らの玄関であった大桟橋に続く通り、大桟橋と桜木町を

結ぶ海岸通やその近辺には、「横浜外航旅館組合」の事

務所をはじめ、移民宿や「スーベニア」、汽船会社、領

事館、銀行、そして移民あっせん所など国境を越える人

びとの移動に関わるさまざまな施設が点在していたので

ある（図１）。

現在、こうした施設はほとんどその姿を消してしまっ

ているのだが、ここを舞台に展開した移動をめぐる出来

事は風化してしまっているのだろうか。

本稿は、人びとの横浜における移動の経験の記憶と移

動先のホノルルにおける移動の経験の記憶の繋がりと重

なりをとおして、移動をとおして見えてくる「回路的世

界」の一端を浮かび上がらせようとするものである。ま

ず、第１節では人びとの移動の経験の記憶の場所として

の、特に移民宿を手がかりとして見えてくる横浜につい

て見ていく。第２節では日本からハワイへの人びとの移

動の概要について述べ、第３節で移動の経験の記憶のも

う一つの場所としての、「日本人旅館」を手がかりとし

受稿日２０１１年１２月１日 受理日２０１１年１２月１６日
１ 専修大学人間科学部社会学科（Department of Sociology， Senshu

University）

写真１ 横浜貿易会館の正面玄関
（社団法人横浜貿易協会、２００５『創立１００周年記念誌』１２３頁より抜
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て見えてくるホノルルについて見ていく。
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１９５８年４月１日、「K旅館」が戦前から営業していた

場所に戻っての営業が再開された３）。再開にあわせて、

３月中から「布哇タイムズ」や「布哇報知」、「羅府新

報」「北米報知」といった北米・ハワイを中心とする日

系新聞に「新館落成」の広告が掲載され、再開後には

続々とハワイやシアトル、トロントなどから観光団が訪

れている。１９５８年９月５日にハワイ・ホノルルからやっ

てきた「吉永・米屋合同観光団」もその一つである（写

真２，図２）４）。

この「K旅館」は横浜にあったいわゆる移民宿の一つ

である。そして戦後は特に日本から移民していった人び

とによる日本への観光団の受け入れの役割を担ってい

く。

拙稿でも述べたが、この「K旅館」の経営者のご子息

の一人 F氏（６７歳）は、観光団が次々と訪日していた

頃について次のように語っている。

「当時は移民宿が中心だったから。旅券の申請から何

から何まで、移民宿が現在の JTBのような仕事をして

いた。うちも『海外旅行案内所』という看板も挙げて

たし。観光団の人たちの国内観光の宿泊予約を取るた

めに、JTBなんかもしょっちゅう出入りしてたし、観

光団の人たちが落とす外貨の両替のために銀行さんも

船が入ってくるたびに出入りしてた。ここ（移民宿）

に送っておけば届けてくれるというので、海外からい

ろんなものが送られてきた。プロ野球のバットやグ

ローブなどの道具が送られてきたこともあった。ここ

を利用した人から筋子や銀鮭がどっさり送られてきた

こともある。」（F氏への聞き取りより５））

図１ １９６０年代の海外からの観光客向け横浜観光案内図
（『横濱観光案内図』発行横浜外航旅館組合より抜粋。）

写真２ 熊本屋旅館観光団写真
熊本屋旅館前にて「吉永・米屋合同観光団」１９５８年９月５日記念
写真（F氏所蔵）
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また観光団の人びとの入国手続きは、船の場合は、移

民宿の人間が沖合まで出ていって行い、翌日の大荷物の

税関検査にも立ち会って、下ろした荷を今度は横浜駅ま

で運び、国内各地への発送の手続きもしていたし、航空

機の場合でも当時は碗章ひとつで検査場に入っていき手

続きに立ち会ったりしていたとも述べている。

そして移民宿を中心とするこうした賑わいは、観光団

を取り巻くほかの施設の人びとにも共有されている。そ

の一つが「スーベニア」である。横浜港の大桟橋付近に

は、乗船客や船員相手の土産物屋がいくつも展開してい

た。シルクセンター内の店舗もそうした施設の一つであ

る。観光団の人びとの写真を撮る写真店、日本の宝飾品

を販売する店舗、日本の人形や陶器や磁器、焼き物、電

気製品などを販売するさまざまな店が競って構えていた

のである。シルクセンターの開業当時から出店している

S氏（宝飾店店主、７９歳）は、当時の状況について次の

ように話している。

「アメリカやヨーロッパから来る観光客が相手で、最

盛期は東京オリンピックの頃。大桟橋にはホテル代わ

りの船が停泊していたくらい賑わっていましたよ。シ

ルクセンターも中１階地下とそれぞれの階が店舗で埋

まっていて、ここにお店を出すのに審査がありました

し。お客さんも多かったし、その頃は、一人で１００万、

２００万という金額で買い物をする人も珍しくなかったで

すから。船から飛行機に代わってもしばらくは、バス

で観光にきて買い物をしていってくれましたね。」（S氏

への聞き取りより）

大桟橋への入り口付近で電器店を営む I氏（６９歳）

も、１９５０年代から６０年代中頃までの賑わいについて同様

に語っている。

「うちのような正規の免税品を扱っていたところは、

海岸通や弁天通り、伊勢佐木町あわせて７、８軒くら

い。そのほかに横浜艦船商工業協同組合という船に乗

り込んで品物を売る人たちの団体があって、そこに登

録している人が当時は２００人くらいいたんじゃないか

な。時計や宝飾品、テーラーの人も。あとは本当に弁

天通りとかシルクセンターとか海岸通とかにさまざま

なスーベニアがあって。うちでは昭和３５年頃父親の代

のときに正規に両替商の認可を受けて、両替商もして

カメラやステレオ、ラジオなんかを販売していまし

た。昔は銀行で両替なんかしなかったから、船から降

りてうちでドルから日本円に換えていったり、船に乗

る前に日本円からドルに換えていくとか。本当に多か

ったですよ。トランジスタラジオが有名になってくる

時期でもあって、月々の売上げが今では考えられない

くらいでしたからね。店の外までお客があふれてて、

なんかどんぶり勘定で、品物渡してお金もらって、み

たいなときもありましたしね。」（I氏への聞き取りよ

り）

こうした横浜という場所に重ねられた記憶と経験を背

景に、前述の F氏やその兄弟は、移民宿をとおして移

動してくる人びとに関わるだけでなく、まだ海外旅行や

海外留学が珍しかった時代に自らも海外へと出ていくの

である。F氏の兄の一人は、日本で大学を出た後カリフ

ォルニアの大学に留学し、その後日本の大手企業の海外

の支店長を務めたりしている。F氏もまた日本で大学を

出た後、見聞を広めるため海外にということになったと

き、「K旅館」を利用していたハワイからの観光団の団

長の世話を受けたりなどしてハワイに渡っている。
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ここで横浜という場所に重ねられた記憶と経験につい

て、もう少し詳しく見ておこう。

筆者は以前、人びとの移動をめぐる経験について、本

人の直接的な移動の経験、移動者に関わることにともな

図２ 戦前期移民宿分布図
（横浜マリタイムニュージアム、２００４『企画展横浜港を彩った客
船』３９頁掲載のものを抜粋。この移民宿の分布は、戦前期に時期
は異なるが横浜にあった確認できる移民宿について載せてあるも
のである。）

回路的世界を繋ぐ装置としての「移民宿」 157



う経験、そして自らの両親や祖父母などの直接的な移動

の経験から派生する記憶としての移動の経験の三つを提

示したことがある（藤原２００８）。この三つめの記憶とし

ての移動の経験の意味とは、まず一つに「定住」と「移

動」との二項対立的な場所とのかかわり方、場所への自

らの位置づけ方に対する問題提起であった。その場所に

生まれ育ったとしても（育ったからこそ）、定住者ある

いは移動者のどちらとも異なる場所とのかかわり方や位

置づけ方をする人びとがいる。国境を越えて移動する人

びとは、畢竟、社会の枠組みの中でメイン・ストリーム

とは異なる人びととなる。けれどもそうした人びとを親

や祖父母に持つ人びとは、その親ないし祖父母の移動に

ともなう経験を記憶として継承し、日常生活のさまざま

な場面で移動者としての自分に直面する。それは時とし

て負の経験にもなるが、正の経験として既存の社会の枠

組みとは異なるアイデンティティや生き方の可能性にも

繋がる。そしてだからこそ二つめとして、こうした人び

とが生きている世界が、一つの社会の枠組みだけには収

まらない世界であるということである。その前提として

のもう一つの社会として重ねられているのが、記憶とし

ての移動の経験の先にある社会である。

この記憶としての移動の経験の場が横浜であった。そ

して沖縄を自らの「ルーツ」とするある家族の人びとの

記憶としての移動の経験は、横浜と沖縄とを重ね、そし

てさらにそこに展開していた国境を越えて移動する人び

との出身社会とも重ねられ、それは二重、三重に重ねら

れたいくつもの社会によって構成された世界での経験で

あった（藤原２００８）。

１－１で提示したのは、むろん記憶としての移動の経

験ではない。だが、移動する人びととかかわった経験－

前述した二つめの移動の経験－をとおして、やはり F

氏や I氏はそこに今いる社会とは別のもう一つの社会を

思い描いてはいないだろうか。

海外へ渡っていこうとするとき、人びとはそこに今い

る社会とは別のもう一つの社会を思い描く。言葉が通じ

るのか、どのような生活をしているのか、自分はどのよ

うな仕事に就き、どのような労働をすることになるの

か。そこで自分は何を成すことができるのか。また海外

へ渡っていった人びとはそこで、今いる社会とは別に自

らが発ってきたもう一方の社会を思い描いている。家族

や地域の人びとはどのような状況なのか。何が人びとの

話題に上っているのか。むろんそれぞれの人びとは今い

る社会からのさまざまな規制の下、対処しながら、しか

し同時に二重、三重に重なり合う社会を思い描き、そし

て現実に二重、三重に重なり合う世界を生きている。そ

れが本稿で取り上げる「回路的世界」である６）。そし

て、「回路的世界」を支え、移動する人びとを支える移

民宿の人びとも同様に、移動する人びとと関わることで

もう一つの社会を思い描く。彼らは必ずしも自らが直接

的に移動するわけではないが、移動する人びとを支え、

関わることをとおして移動を経験していく。

そもそも本稿で取り上げる移民宿とは、単なる宿泊施

設ではない。拙稿で述べたように、それは国境を越える

人びとの移動を支える装置である（藤原２０１１）。そして

この移動を支える装置である移民宿が形成された場所

は、そこを起点として人びとを他の場所へと繋ぎ、また

場所と場所とを繋いでいく交差点となる７）。

横浜の移民宿は、戦後多くの海外からの観光団の宿泊

施設となったことは前述したが、その観光団を出してい

たのが、海外の出発地にあった「日本人旅館」であり

「トラベル・エージェンシー」であった８）。「K旅館」を

訪れた「吉永・米屋合同観光団」、この「米屋」という

のもハワイ・ホノルルにある「日本人旅館」であり「ト

ラベル・エージェンシー」の一つである。F氏のハワイ

行きも、こうした「日本人旅館」や「トラベル・エージ

ェンシー」との繋がりのなかで成立していたのである。

次節では、移民宿が繋ぐもう一方の移動の経験の記憶

の重なる場所について見てみていこう。
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本節ではまず、もう一方の移動の経験の記憶の重なる

場所としての布哇ホノルルへの人びとの移動の経験の全

体像として、日本から布哇への移民の概要について見て

おく。
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周知のとおり日本からの最初の移民が渡っていった先

がハワイである。これまでに日本からハワイに渡ってい

った移民に関しては数多くの研究がなされているので、

ここでは本稿に関わる範囲で、日本からハワイに渡って

いった人びとのその概要について見ておきたい。

そもそも日本からの移民は、１８６８年の明治元年にハワ

イに渡っていった「元年者」と呼ばれる人びとをその端

緒とするが、継続的に移民が渡っていくようになるの

は、１８８５年（明治１８年）に始まる官約移民からであ

る９）。官約移民として、１８９４年（明治２７年）６月までの

９年間２６回にわたり２９，１３９人の渡航者が渡っていっ

た１０）。表１にあるように毎回１，０００人前後の人びとが渡
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航し、最後の３回の官約移民においてはそれまでの１．５

倍から２倍近くの人びとが渡航している。

『ハワイ日本人移民史』よれば、私約移民が開始され

る当時、ハワイの日本人からの日本への送金額は毎年２００

万円に達しており、渡航希望者の増加に伴い民間の周旋

人が出てきて問題になっていた（ハワイ日本人移民史刊

行委員会１９６４: １４５）。こうした背景もあり、１８９３年に

「移民保護規則」が制定され、翌１８９４年７月以降から移

民会社１１）によって移民が取り扱われることになる。１８９４

年から１９００年（明治３３年）までの６年間が私約移民の時

代である。移民会社が扱ったハワイへの渡航者数はおよ

そ４万人であった（表２）。

こうした移民会社は、移民を送り出した先の布哇ホノ

ルルにも事務所を設けていた。『ハワイ日本人移民史』

では、「ホノルル市フォート街、マーチャント街に各社

協同の事務所を設け、移民と砂糖会社の双方から手数料

をとり、汽船会社からは移民輸送の船賃の割戻を受けて

莫大な利益を得た」と述べている（ハワイ日本人移民史

刊行委員会編１９６４: １４７）。

契約移民の時代にも労働契約ではなく海外に渡ってい

く人びとも多くいたわけであるが、１９００年ハワイがアメ

リカ合衆国に併合され契約移民が廃止されることにな

り、１９０８年（明治４１年）に日米紳士協約が実施されるま

での期間がいわゆる自由移民の時代である。この間日本

から渡ってきた人びとの数について、『布哇日本人史』

では当時の布哇政府調査をもとに記載された『布哇年

鑑』から日本人の出入国者数として、入国者６８，３２６人

（内訳：男性５５，６３４人、女性１２，４１２人、子ども２８０人）と

記している（木原１９３５: １６３）。

そして１９０８年に日米紳士協約が実施されるに伴い、在

ハワイの日本人の近親者およびいわゆる「写真花嫁」が

呼び寄せ移民として渡っていくことになる。アメリカ合

衆国への日本からの移民が禁止される１９２４年（大正１３

年）までおよそ３万６千人の呼び寄せ移民が渡っていっ

表１ 官約移民回数別渡航表

回数 到着年月日 船名 員数 回数 到着年月日 船名 員数

１ 明治１８年２月８日 東京市号 ９４６ １４ 明治２３年６月１７日 相模丸 ５５５

２ １８ １２ ５ 山城丸 ９８８ １５ ２４ ３ １１ 山城丸 １，０９３

３ １９ ２ １４ 北京丸 ９２７ １６ ２４ ３ ３０ 近江丸 １，０８１

４ ２０ １２ １１ 若浦丸 １，４４７ １７ ２４ ４ ２８ 山城丸 １，０９１

５ ２１ ６ １ 高砂丸 １，０６３ １８ ２４ ５ ２９ 同 １，４８８

６ ２１ １１ １４ 同 １，０８１ １９ ２４ ６ １８ 三池丸 １，１０１

７ ２１ １２ ２６ 同 １，１４３ ２０ ２５ １ ９ 山城丸 １，０９８

８ ２２ ３ ５ 近江丸 ９５７ ２１ ２５ ６ ２５ 同 １，１２４

９ ２２ １０ １ 山城丸 ９９７ ２２ ２５ １１ ２８ 同 ９９５

１０ ２２ １１ １１ 同 １，０５０ ２３ ２６ ３ ６ 三池丸 ７３３

１１ ２３ １ ９ 同 １，０６４ ２４ ２６ ６ ６ 同 １，８１１

１２ ２３ ４ ２ 同 １，０７１ ２５ ２６ １０ ２３ 同 １，６４３

１３ ２３ ５ ２２ 同 １，０６８ ２６ ２７ ６ １５ 同 １，５２４

合計（内・男２３，３４０、女５，７９９） ２９，１３９

注：ハワイ日本人移民史刊行委員会編、１９６４『ハワイ日本人移民史』９９ページの「官約移民回数別渡航表（１）を作成しなおしたもので
ある。なお、海外興業株式会社編『日本移民概史』では、日本郵船による官約移民事業として「官約布哇移民郵船社船輸送表」を載せて
いるが、それによると、本表の第１回と第３回がなく、本表に則して見ていくと第２回は１２月１５日、第８回は３月３日、第１４回の員数５９６
人、第１８回の員数１，４３９人、第１９回の員数１，０７３人、第２０回の員数１，０９３人、第２１回は６月２１日、員数１，０７５人、第２２回の員数９５７人、第２３
回の員数７２８人、第２４回は６月１９日、員数１，７２９人、第２５回の員数１，６０６人、第２６回は６月２８日、員数１，５４１人となっている。

表２ 移民会社の創立年月と取り扱ったハワイ渡航移民数

創立年 移民取扱人 所在地
取扱
移民数

（内女性）

１８９４年 小倉 幸 大阪 約２，５００（記載なし）

同 神戸渡航合資会社 神戸 ９００ （１９３）

１８９６年 海外渡航会社 広島 １０，７３１（１，９８１）

同 森岡 真 東京 ８，１４８（１，４４１）

同 熊本移民合資会社 熊本 ７，７３８ （不明）

同 日本移民合資会社 神戸 ５，８００ （５００）

１８９８年 東京移民合資会社 横浜 ３，３８２ （７００）

合計 ３９，１９９

注：ハワイ日本人移民史刊行委員会編、１９６４『ハワイ日本人移民
史』１４６－１４７ページの第１表より筆者が作成しなおしたもの
である。
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た（ハワイ日本人移民史刊行委員会編１９６４: １７５）。

第１回官約移民が始まった１８８５年からアメリカ合衆国

への移民が禁止される１９２４年までの３９年間で、日本から

ハワイに渡っていった人びとは１７万人を超えている（表

３）。
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では、こうした人びとが渡っていった先のハワイにお

いてどのような世界がつくられていたのか。ハワイ・ホ

ノルルのダウンタウンの北隣りの地区に展開した日本人

街の概略を確認しておこう。ここではいくつかの文献を

引用しながら、日本人街の様子を見ていく。

「当時リバーに沿う、パウアヒとマウナケアの街を中

心とするホノルルの一角には、人呼んで『魔窟』とい

う無頼の徒のたまり場があり、酒と女が満ち満ちてい

た。燈火は夜どおしあかあかとともり、みだらな唄、

三味線の音、嬌声、罵声などが絶えることなく、リ

バーの水面に灯影が、キラキラと映り輝くところ、限

りない騒鳴が遠近に反響した」（ハワイ日本人移民史刊

行委員会編１９６４: １５４）。

こうしたホノルルの日本人街の状況が一変するのが、

１９００年に起こったペスト焼払い事件である。前年の１２月

にペスト患者がチャイナタウンに発生し、患者が発生し

た家屋を伝染予防のために焼払っていた。翌１月に行わ

れた焼払いにおいて、焼払いの対象となった家屋が風上

にあったこと、当日強風であったことなどにより日本人

街を含むマウナケア、リバー、スミス、ベレタニアとい

ったダウンタウンの一画を全焼することとなる（木

原，１９３５;ハワイ日本人移民史刊行委員会編１９６４）。

このペスト焼払い事件によって焼け出されたものは

６，０００人以上とされ、日本人については３，５８９人に及ぶと

される（木原１９３５: ５２４）。また焼失家屋については、

『ハワイ日本人移民史』では１７６軒としている（ハワイ日

本人移民史刊行委員会編１９６４: １５８）。『布哇移民史』で

は焼失家屋が挙げられているが、教会、商店、時計店、

金物店、裁縫店、宿屋、料理店、写真店、工場、湯屋、

理髪店、菓子店、氷屋、貸し長屋、診療所、新聞社、団

体事務所、遊技場などがその詳細である（木原１９３５:

５２７－５２８）。この被害状況からでも、当時のホノルルの

ダウンタウンの北隣りの一画に形成されていた日本人街

の多種多様に展開していた街の姿が垣間見えてくる。

またペスト焼払い事件の被害の対応にあたるために同

年に「臨時日本人会」が設置され、その翌年には、アメ

リカ丸乗船の日本人女性の侮辱事件１２）の解決のための

「布哇日本人会」が組織され、１９０３年（明治３６年）には

「中央日本人会」創立運動が起こっている。そして創立

した「中央日本人会」に対する不信や移民会社をめぐる

問題に対して、１９０５年（明治３８年）には「革新同志

会１３）」が結成される（ハワイ日本人移民史刊行委員会編

１９６４: １６１）。いずれの組織も１年余りですべて立ち消

えか解散しているのだが、表４からもわかるように１９００

年にはハワイにおける日本人の人口が６万人を超えてお

り、こうした組織設立の動きは、ハワイの人口の３９．６％

を占めるまでに成長してきた日本人の、そして日本人コ

ミュニティのその成長過程の一端を示すものであったと

言えるだろう１４）。さらにこの年以降、契約労働が廃止さ

れ耕地で労働に従事していた人びとの移動が自由にな

り、その後の耕地でのストライキを経て、ホノルルやヒ

ロといった町場に人びとが増加していくのである（図

３）（ハワイ日本人移民史刊行委員会編１９６４: ３１８－

３１９）。

しかしこうした日本人街の発展、日本人コミュニティ

の台頭は、アメリカ本土を背景とする日本人排斥運動を

も同時に引き起こしていく。

１９０９年（明治４２年）の第一次オアフ耕地大ストライキ

や１９２０年（大正９年）の第二次オアフ島耕地同盟大スト

ライキ、同年のアメリカ合衆国における外国人学校取締

法による日本語学校の取締りなどが次々と起こっていく

が、いずれもが日本人に対する「アメリカ化」への圧力

を孕んだものとしてみることができる。それは単にアメ

リカあるいは布哇ホノルルにおける日本人差別という問

題だけではなく、日本からハワイに渡ってきた人びとに

自らが足場とする場所とのかかわり方を問いかけるもの

であったと考えることができる。『ハワイ日本人移民史』

では、二世の教育方針の変遷として、第一期を「ハワイ

に生まれた二世も同じような日本人」とする時代（１９１０

表３ 各時代の移民（渡航者）概数

期 間 人 数（人）

官約移民時代 １８８５－１８９４ ２９，１３９

私約移民時代 １８９４－１９００ 約４０，０００

自由移民時代 １９００－１９０８ ６８，３２６

呼び寄せ移民時代 １９０８－１９２４ 約３６，０００

注：ハワイ日本人移民史刊行委員会編、１９６４、『ハワイ日本人移民
史』本文中に記載されている各移民時代ごとの人数から筆者
が表を作成したものである。
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年頃まで）、第二期を二世をアメリカに順応させるよう

に教育した時代（１９２４年頃まで）、第三期を「二世即ア

メリカ市民」という見方となった時代（１９２５年以降）の

三つに分類しているが（ハワイ日本人移民史刊行委員会

編１９６４: ２３１）、第一期から第二期への移行期において

ハワイ生まれの二世の成長とともに、送り出し社会、受

け入れ社会それぞれとの繋がりをどうつけていくのかが

問題となっていたと言えるだろう（表５）。
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では、こうした日本からハワイに渡ってきた人びとが

日本人街を形成していくなかで、「移民宿」はどのよう

な位置を占め、どのような役割を担っていたのか。第１

節において示したように、「日本人旅館」を一つの装置

として、その場所に人びとの移動の経験や記憶がどのよ

うに重ねられているのか、その一端を探っていく。

��� �������� !"#$%

まずホノルルの日本人旅館の概要について見ておこ

う。

表６は「ホノルル日本人宿屋組合」に加入していた日

本人宿屋をまとめたものであるが、この組合がハワイの

日本人最初の商業団体として１８９３年（明治２６）頃に組織

されたものである（堀２００７; タサカ２００２; ハワイ日本

人移民史刊行委員会編１９６４; 日布時事社編１９３５１５））。こ

れらの宿屋は日本からハワイに渡ってきた人びと、その

多くが契約移民であった人びとが最初に受け入れ社会で

足場とする施設であった。そのため港に近い、１９００年の

ペスト焼払い事件で焼失するホノルルのダウンタウンの

ヌアヌ街、ベレタニア街、ホテル街、スミス街、パウア

ヒ街、マウナケア街などに立地しており、この焼払いに

よって、宿屋組合事務所、川崎旅館（兼商店）、柳井

屋、小林旅館（兼商店）、氷屋肥後屋（兼料理店）、広島

屋、大島屋、角屋九州亭（兼料理店）、岩国屋、福岡屋

（木原１９６４: ５２７）などが焼失している。ペスト焼払い

事件から間もなく出版された『今日の布哇』では、多く

の宿屋の広告が掲載されているが、その広告にある所在

地を見てみると表７のとおりであり、これらの宿屋の多

くが、焼け出されたのち早々にリバー街やククイ街、リ

リハ街、パラマなどに移って営業を再開しているのがわ

かる（表８）１６）。

そしてペスト焼払い事件から５年後、第２節でも触れ

たが１９０５年に「革新同志会」が組織され、その結果契約

移民の担い手であった移民会社が１９０６年にハワイから撤

退していった。つまり移民会社が取り扱っていたものも

含めて移民宿が「すべての移民の渡航手続きを代行す

る」（タサカ２００２）ようになり、また自由移民の時代に

入り、ハワイからアメリカ本土へ転航する人びとが増加

表４ ハワイ日本人人口の動き

年 人口（人）

１８８５ ２，０３９

１８９０ １２，３６０

１８９５ ２２，４６２

１９００ ６１，１１１

１９０５ ５９，９５６

１９１０ ７９，６７４

１９１５ ９３，１３６

１９２０ １０９，２７４

１９２５ １２８，０６８

１９３０ １３９，６３１

１９３５ １４８，９７２

１９４０ １５６，８４９

注：ハワイ日本人移民史刊行委員
会編、１９６４『ハワイ日本人移
民史』３１５－３１６頁より筆者が
作成した。

表５ 日系市民および非市民比較表

年度 日系市民 非市民日本人

１８９６ ２，０７６ ２２，３２９

１９００ ４，８７７ ５６，２３４

１９２０ ４９，０１６ ６０，２５８

１９２９ ８７，７８４ ４９，６５９

１９４０ １２２，１８８ ３４，６６１

注：ハワイ日本人移民史刊行委員会編、１９６４『ハワイ日本人移民
史』３１６頁掲載の日系市民および非市民比較表から変則的では
あるが、取り出して新たに表として筆者が作成した。

図３ ハワイ日本人人口の動き
注：ハワイ日本人移民史刊行委員会編、１９６４『ハワイ日本人移民
史』３１５－３１６頁より筆者が作成した。
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することになり、その転航の業務も含めてホノルルの移

民宿は第一の送り出し社会である日本とハワイを繋ぎ、

さらには第二の受け入れ社会であるアメリカとハワイを

繋いでいく役割を担っていったのである。

たとえばタサカは「芳我日下氏が『漢城旅館』をダウ

ンタウンに新設して転航移民の宿泊と輸送に手を染め、

シアトルの斡旋業者と組んで大々的に転航事業を行っ

た」こと、また「アメリカ本土の旅館業者やホノルルの

旅館業者、川崎・小林・米屋・山城など…２４軒もの業者

が転航業務に力を入れて、その全盛期には臨時線を仕立

てて、一挙に三、四千人もの日本人男女の労働者をアメ

リカ本土に送り込」んだと述べている（タサカ２００２）。

アメリカ本土への転航者の数は、１９０１年から１９０６年まで

におよそ５万７千人及んだとされる（タサカ２００２; ハ

ワイ日本人移民史刊行委員会編１９６４: １６９）。

そして日本から渡ってきた人びと、アメリカ本土へと

渡っていく人びとを支えるだけではなく、一方では日本

への橋渡しも担っていた。『ハワイ日本人移民史』によ

れば、ハワイの日本人の日本への観光団は、１９１２年（明

治４５年）田坂養吉を団長とする一行５０人である。こうし

た観光団は太平洋戦争が始まる直前まで続き、非常に盛

んに行われた（ハワイ日本人移民史刊行委員会編１９６４）。

またタサカによれば、１９１２年の観光団の目的は、「単な

る物見遊山、親見舞、郷里訪問ではなく、…砂糖産業を

表８ ホノルル日本人旅館組合（１９３５年当時）

旅館名 経営者

布哇屋旅館 嘉敷□一

ホノルル旅館 島袋清

東北旅館 東海林甚七

尾道屋旅館 小出祐一

川崎屋旅館 川崎正一

中村旅館 中村勇一

山城旅館 山城松太郎

小林旅館 小林セキ

小松屋旅館 佐藤一郎

米屋旅館 米屋三代槌

西海屋旅館 長谷川速水

九州屋旅館 具志堅政眞

神州屋馬場旅館 馬場徳慈

組合長 山城松太郎

副組合長 東海林甚七

書記 小出祐一

会計 川崎正一

監査 米屋三代槌

注：日布時事社編、１９３５『官約日本移民布哇渡航
五十年記念誌』１１６頁の「歴史を誇るホノルル
日本人旅館組合」より作成。組合員および組
合役員については出版当時のものである。な
お、布哇屋旅館の嘉敷氏の氏名については、
資料より読み取れず□で記してある。

表６ 日本人宿屋組合のメンバー（１８９３年頃）

宿屋名 経営者 備考

中国屋 藤本七蔵 のちの米屋旅館前身

福岡屋 市川熊太郎

布哇屋 小林卯之助

肥後屋 木村彌三郎

広島屋 錦田直太郎

川崎屋 川崎喜代蔵

菊屋 岸本長四郎

岸本旅館 岸本敏裕

佐藤好助

熊本屋 渡辺宗五郎

九州屋 伊豆野甚太郎

水羽屋 水羽源三郎

大島屋 西村周助

太田屋 太田米蔵

吉野屋 山城松太郎 のちの山城旅館前身

長谷助三

注：日布時事社編、１９３５『官約日本移民布哇渡航五十年記念誌』１１６
頁の「歴史を誇るホノルル日本人旅館組合」より作成。

表７ 『今日の布哇』広告掲載の日本人宿屋

宿屋名 所在地

西村旅館 フカウリケ街

川崎旅館 クイーン街

熊本屋旅館 停車場近く（アアラ公園近く）

柳井屋旅館 ベレタニア街

山城屋旅館 ベレタニア街

福岡屋旅館 リリハ街

米屋旅館 リバー街

九州屋旅館 パラマ

原本旅館 マヌアケフ街

肥後屋旅館 リリハ街

小林旅館 パラマ

小松屋旅館 パラマ

神州屋旅館 パラマ

注：満長彰、１９０４『今日の布哇』掲載のホノルルの日本人宿屋の
広告から筆者が表にまとめた。
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はじめハワイの各方面に進出してハワイの発展に貢献し

ている現状を広く日本の人びとに紹介するとともに、ハ

ワイ在留の日本人が自分自身の眼で世智がらい日本の生

活状態を見て、ハワイに永住土着の決意を固めさせよ

う」というものであったと述べている（タサカ２００２）。

そして終戦ののち１９４９年に観光団が再開され（ハワイ日

本人移民史刊行委員会編１９６４）、多くの観光団がハワイ

から日本へと「日本人旅館」と移民宿との連携のもとや

ってくることになるのである。

��� �����	
��
���������

では、こうした布哇ホノルルの日本人コミュニティの

中で、「日本人旅館」の関係者たちは、移動する人びと

とかかわりながら、また自らも移動の記憶を継承しなが

ら、どのように回路的世界を生きていたのだろうか。筆

者が共同研究の一環１７）で行ったホノルルでの「Kトラベ

ル」の K氏（８７歳）への聞き取り調査をもとに、ホノ

ルルの「日本人旅館」と横浜の移民宿を繋いで展開した

移動の経験の記憶の一端を見ていく（図４）。

「日本人旅館」の担った役割について、まずは移民の

出入国の手続きである。K氏は「上陸前に収容所で１週

間ほどかけて検査を受ける。その間に船会社をとおし

て、本人が上陸する前から新聞に来布者の名前が載る。

それを見て旅館の人間が書類をそろえて迎えに行き、連

れてきた」のが当時の状況だったと話す。特に契約移民

については、ホノルルで入国手続きをしたのち、契約先

のほかの島々の耕地に渡っていくことになるのだが、

「たとえばホノルルからハワイ島のヒロまで船で一日か

かった。しかも毎日船が出るわけではないので、行って

戻ってくるのに１週間くらい全部でかかることになる。

だから旅館で、役所への届け出に関するもの（婚姻届、

出生届、死亡届、徴兵の延期の届けなど）旅券も預かっ

てさまざまな手続きをすべて代行」していたのである。

こうした旅館の役割について、K氏は「県を代表して

預かっているようなものだった。そのためそれぞれの旅

館を利用する人たちも、当時はかなり出身ごとに分かれ

ていた。旅館は、同じ郷里の人たちが頼りにしていると

ころで、頼りにされていたから、旅館組合は、その代表

としてまとめ役的なことをしてきた。旅館に声をかける

ことでみんなが動きもした」と述べている。

前述したようにハワイでの日本人の地歩が築かれてい

くなか、さまざまな活動が起きてくるが、その一つにオ

アフ島の第一次、第二次ストライキがある。このストラ

イキにおいても、「日本人旅館」はその中心の一つとな

っている。「アアラパークの公会堂が日本人の集合場所

だったが、このアアラパークに集まった人たちに炊き出

しをしたり、旅館に泊めたり」と耕地から出てきたスト

ライキ参加者たちの支援を行っている。『ハワイ報知創

刊７５周年記念誌』によれば、山城旅館の当主、山城松太

郎は１９０９年の第一次オアフ島ストライキに際し、１９０８年

に結成されたプランテーション労働者の増給要求を背景

に結成された「増給期成会」の中心メンバーの一人とし

図４ホノルル移民宿分布図
注：木原隆吉、１９３５『布哇日本人史』５２３頁および飯田耕二郎、２００３『ハワイ日系人の歴史地理』８５頁の「旅館の分布図」を筆者が組み
合わせて作成したものである。
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て増給要求からストライキへの運動の一端を担っていた

（渡辺１９８７）。

K氏のこうした「日本人旅館」についての話は、移民

宿についての F氏の発言とも重なるように、「日本人旅

館」を中心として人びとの移動が支えられ、またそうし

た人びとの受け入れ社会での生活を支える役割を担って

きたという自負であり、K氏の移動の記憶の経験の一つ

と言えるのかもしれない（写真３）。

K氏自身は、人びとの移動に関わるだけでなく、日本

とハワイの間の、さらには日本と満州との間の移動を経

験している。K氏はハワイ生まれの日系二世にあたるの

だが、日本語を習わないと商売にならないということで

日本に渡り、ハワイに戻ったのは１９５０年（昭和２５年）で

ある。日本では小学校１年からやり直し、旧制中学を出

て、大学に進学するのだが、二重国籍で日本の徴兵検査

を受け待機状態であったことにより、日本の軍隊に取ら

れるのを心配した母親の意向もあり、中国のほうの学校

に行けば徴兵が猶予されるとのことで満州の大学に転学

している。そのため終戦を満州で迎えている。K氏自身

は、終戦後の満州からのシベリア抑留の列車に偶然乗ら

ずに済んだために無事帰国することができた。そして再

びハワイへと戻っている。

こうした直接的な移動の経験のなかで、K氏は戦時に

おいて兄弟それぞれが日本軍、アメリカ軍という敵味方

になってしまうという経験をし、また K氏自身の終戦

後日本への帰国に際しての日本政府の対応、さらには

「海外にいる日本人に対する政府の無関心」といった日

本の国に対する不信感なども抱えている。一方自分の次

の世代について、「日本語はわからなくなっているし、

国籍も完全なアメリカ人」として捉えており、そのこと

を背景としてそうした世代のハワイ社会の中での地位の

上昇に対しての感慨も持っている。「戦前は、英語学校

の教員を日系人がやることはなかった。戦後になって、

官庁に勤める人や教員が増えていった」と述べている。

戦後の観光団の送り出しについては、前述した横浜の

移民宿の主人についても、「Iさんはよく知っている。

うちでもお世話になったし、Iさんもハワイに何度か来

てくれたし。」と話している。I氏の息子である F氏へ

の聞き取りにおいて、「ハワイの旅館のほうから、観光

団で誰それが、いついつの船で行くという連絡をよくや

っていましたよ。当時は、電話もないから、手紙で

ね。」と語っていた。またそれは仕事だけの付き合いと

いうよりも、I氏に対する K氏の話でもそうだが、F氏

もまた自らのハワイ行きに際し、親しくしていた観光団

の団長やホノルルの「日本人旅館」に世話してもらった

のだというように、人びとの移動を支えるなかでつくら

れていく人びとの繋がりでもある。

日本からの移民が途絶えるようになり、１９７０年頃旅館

をやめ、「トラベル・サービス」と観光用のバス会社に

衣替えをしている。現在は、主に日本やアメリカに行く

ツアーを扱ったり、日本からハワイに来る観光客のツ

アー・オプションなどを扱っている。K氏の旅館だけで

なく、多くの「日本人旅館」が戦後は「トラベル・サー

ビス」に衣替えをしている。

ホノルルにある「日本人旅館」の一つから見る移動の

経験の記憶のほんの一端をさらったにすぎないが、それ

でも K氏のさまざまな移動の経験とその記憶は、日本

という社会や横浜という場所、ホノルルという場所やア

メリカという社会と離れがたく結びついている。ここで

は取り上げなかったが、K氏の両親の郷里である広島と

いう場所との結びつきもある。複数の国家や社会、そし

て場所とのかかわりのなかで、また複数の国家や社会、

そして場所のはざまで、さまざまな移動の経験がなさ

れ、その記憶が積み重ねられている。

����

本稿では、横浜とホノルルという二つの場所につくら

れた移民宿をめぐって展開した人びとの移動の経験の記

憶をとおして、二つの場所を繋ぐ回路的世界の一端を描

こうとしてきた。では、移民宿および「日本人旅館」を

めぐる実践から何を読み取ることができるのか。

一つには、ホノルルの「日本人旅館」の K氏の移動

の経験や記憶をとおして見えてくる複数の場所を繋ぐ装

置としての移民宿の役割であり、また国境を越えて移動

する人々の移動の経験や記憶を背景として複数の場所や

写真３ ホノルル・ベレタニア街に並ぶ「日本人旅館」
注：ハワイ・ホノルルの小林トラベル・サービスの副社長である

小林達吉氏所蔵の写真を撮らせていただいたものである。手
前から山城旅館、尾道屋旅館、小林旅館が並んでいる。小林
トラベル・サービスは「日本人旅館」の一つである小林旅館
から戦後、業務拡大に伴って立ち上げられた。
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社会、国家と関わる人々の生き方の一端である。ただし

それは、過去の移動の歴史ではなく、現在の移動を支え

る実践の一部でもある。筆者は、これまで現在のブラジ

ルから日本に移動してきた日系の人びと、特にその子ど

も世代を中心に移動を背景に置きながら当該の社会に自

らをどのように位置づけていくのかということや、そう

した人びとの生き方やアイデンティティについて見てき

たが、そこから浮かび上がってくるのは、人びとと場所

との結びつき方である。国家への所属はもちろんあるの

だが、必ずしも国家に結びつこうとするわけではない

し、またルーツや民族も人びとにとって必ずしも所与の

ものとしてあるのでもない。ルーツは特定の国家や共同

体にあるのではなく、移動をめぐる経験とその記憶を手

がかりとした人びととのつながりやそうした経験への

「共振」をルーツとして提示されていた。同様にそれは

３－２で示した K氏の日本やアメリカ、ハワイや広

島、日本人やアメリカ人、日系人それぞれへの思いのな

かにも垣間見ることができるだろう。それはアイデンテ

ィティの位相の違いというだけでなく、移動の経験や記

憶を背景におくことで、国家や社会、民族やルーツが経

験や記憶をとおして改めてつくられるものとしてあると

いうことができるのではないか１８）。

そしてそうしたことと関わるのだが、二つめとして、

移民宿および「日本人旅館」をめぐる実践から見えてく

るのは、複数の世界が交差する場所としての都市的世界

の姿である。たとえばホノルルの「日本人旅館」であれ

ば、そこに関わるのは日本人だけでなく、日本人街と接

する中国人街の人びとであり、現地のハワイの人びとで

あり、アメリカ本土から来た人々であり、ポルトガルや

その他の国々からの移民の人びとである。入国に際し

て、日本への手続きに際して、労働問題に際して、日々

の生活に際して、さまざまな出来事に関わって異なる人

びととの関わりが生じ、それらが単独ではなくさまざま

に重なっていく。日本政府への反感であったり、アメリ

カ社会への抵抗であったり、労働問題への共闘であった

り、商売上の反目であったりといった出来事の重なりの

場なのである。それは出来事の重なりであると同時に、

異なる場所や世界の重なりでもある。それが複数の世界

が交差する場所としての都市的世界ということである。

本稿では、人々の移動の経験の記憶として戦前の布哇

へ渡っていった人びとをその手がかりとしたが、現在の

国境を越えて移動する人々をめぐって、複数の世界が交

差する場所としての都市的世界＝回路的世界とはどのよ

うな世界として展開しているのか。今後の課題とした

い。

謝辞

本稿を執筆するにあたって、多くの方々にお世話になっ

た。貴重な個人のアルバムなどの資料をお貸しいただいた

り、思いもよらない資料を探し出していただいたりしてい

る。ここでは個人の方のお名前は差し控えるが、ハワイの日

本文化センター資料室、小林トラベル・サービス、ハワイ報

知新聞、財団法人横浜貿易協会、海外移住資料館などの方々

にお世話になったこと記して感謝したい。

＊本研究は、文部科学省科学研究費「基盤研究（C）」「日本

人のグラスルーツ・トランスナショナリズムと場所」（課

題番号：２２５３０５６９：平成２２－２４年）の助成を受けたもので

ある。

注

１） 横浜貿易協会が所有する建物で、『創立１００周年記念

誌』によれば、１９０５年に輸出堂業者の親交団体として横

浜輸出協会が創立され、１９２７年に社団法人横浜貿易協会

と改称され、会館については１９２８年に落成している。

２） 「横浜外航旅館組合」についての資料は現在のところ

見つからず、その詳細については不明であるが、「K旅

館」の F氏の自分が大学を出た前後の時期頃まで続いて

いたのではなかったかという話および事務所のあった貿

易会館の賃貸契約では、昭和４６年３月末までの書類があ

ることなどからおおよその時期として示した。

３） もともと多くの移民宿は海岸通から桜木町を結んだ近

辺で営業していたのだが、戦後は GHQによる接収や日

本人の乗った船の着く桟橋が、大桟橋ではなく現在の赤

レンガ倉庫の辺りであったことなどから、戦後多くの移

民宿が桜木町駅の近辺での営業を再開している。１９５６年

（昭和３１年）版の横浜市中区および西区の明細地図でも

桜木町および花咲町付近に「K旅館」をはじめとして

「横浜外航旅館組合」の旅館がいくつも集まっているの

がわかる。

４） 「K旅館」の F氏から、１９５８年に旅館が建てられる前

以前、花咲町で営業していた当時の観光団の写真や、

「新館落成」に伴って海外の日系新聞に掲載された広告

やお祝い広告などの切り抜きが整理されているアルバム

をお借りしたものである。ホワイトペンで書かれている

ため写真からでは分かりづらいが、観光団名と撮影日が

記されている。

５） 本節での聞き取りは、２０１０年７月から８月にかけて、

文部科学省科学研究費「基盤研究（C）」「日本人のグラ

スルーツ・トランスナショナリズムと場所」（課題番号 :

２２５３０５６９: 平成２２－２４年）の広田康生氏との共同研究で

行った聞き取り調査の一部である。

６） 広田康生は、回路的世界について、場所と場所とを繋

いで形成される世界であることによって、国民国家の枠
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組みとは異なる原理の社会的条件がそこに呈示されるこ

とになるのだとし、そのことがトランスナショナリズム

論と都市社会学の課題との接合において焦点となる「下

からの都市的世界」像を構想する一つの手がかりとして

回路的世界を描くことの重要性を指摘している（広田

２０１２）。

７） こうした場所を広田康生はトランスナショナリズム論

と都市社会学の課題―「下からの都市論」－との接合に

ついて論じるなかで「クロスロード」として提示してい

るが（広田２０１２）、まさにその場所を「クロスロード」

たらしめている装置の一つが移民宿である。そして本稿

は、移民宿を手がかりとして、そうした直接、間接的な

移動の経験の記憶の重なる場としての都市的世界の一端

を描くことを目的とするものである。

８） 拙稿「移民宿にみる都市横浜」（２０１０）でも述べたよ

うに、戦前戦後をとおして日本から海外に渡っていく人

びとのための宿泊施設としてあったのが外航旅館すなわ

ち移民宿である。ホノルルには同様に日本から渡ってき

た人びとのための施設として「日本人旅館」があった。

戦後、旅館の利用者が減少していくなか、これらの「日

本人旅館」は店を畳んだところもあるが、「トラベル・

エージェンシー」として旅行に関わる業務を行う企業へ

と衣替えしていく。

９） 本稿では、『ハワイ日本移民史』の時代区分に依って

いる。

１０） 『ハワイ日本移民史』においても、『布哇便覧』やホノ

ルル日本総領事館調査などいくつかの異なった数値が挙

げられている。

１１） 移民会社とは、１８９４年４月に公布された「移民保護規

則」第１条にある「移民取扱人」が法人組織となったも

のである（石川１９７０: ２０）。

１２） １９０１年（明治３４年）ホノルルに入港したアメリカ丸に

乗船していた日本人女性４人の検疫にあたって検疫官が

不必要な検査を行い彼女たちの人権を蹂躙したという事

件である（ハワイ日本人移民史刊行委員会１９６４: １５９）。

１３） 革新同志会の活動により、ホノルルの移民会社１９０６年

までにほとんど姿を消すことになった（ハワイ日本人移

民史刊行委員会編，１９６４:１６３）。

１４） ちなみに a’alaによれば、ハワイの日本人人口および

ハワイの人口に占める割合は、１９００年６１，１１１人で

３９．６％、１９１０年７９，６７５人で４１．５％、１９２０年１０９，２７４人で

４２．６％、１９３０年１３９，６３１人で３７．９％、１９４０年１５７，９０５人で

３７．３％である（Okihiro２００３: ７－８）。

１５） 『ハワイ・小林旅館』および筆者が現小林トラベル・

サービスの副社長である小林達吉氏から複写させていた

だいた資料（「小林旅館沿革史」この資料の出典は不明

である）では、１８９３年に「日本人宿屋組合」設立前に、

１７軒の旅館にて「ホノルル日本人聨合旅館」が組織され

たが、３、４カ月ほどで解散し「日本人宿屋組合」が設

立されたと記されている。

１６） その後パラマなどに移転していた旅館も再びダウンタ

ウンに戻ってくるのだが、日本人街の中心はその後ヌア

ヌ川を隔てたアアラに代わっていく。（Okihiro２００３; 木

原１９３５; ハワイ日本人移民史刊行委員会編１９６４）。

１７） ２０１１年８月２７日から９月３日にかけて「K旅館」をは

じめ、「K旅館」の K氏をご紹介していただいたハワイ

報知新聞社（金泉氏）、日本文化センターその他で専修

大学の広田康生氏との共同および個別に行った聞き取り

調査の一部である。

１８） 経験や記憶は、どんなに個人的なものであっても、そ

れは他者との、社会とのそして国家との関わりのなかで

展開するものであるし、そこにナショナルなものが強く

反映されもする。それでも同じ経験の共有や同じ記憶の

共有ではなく、個々別々の移動の経験や記憶を契機とし

て常に生成されるものとして社会や場所とのつながりや

アイデンティティの提示がなされているというのが、本

稿での趣旨である。
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